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新規な有色せっ器素地を用いた茶器製品のデザイン開発 
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平成 23 年度に開発した鋳込み締土と基礎締土、顔料とのブレンド土のさらなる高度化を狙い、素地調

製時にフリット、炭酸ナトリウムを添加し、焼成することにより器体表面に艶が表出する「セルフグロス

素地」を開発した。一方、ファッションデザイン、北欧デザインにおけるデザイン要素を茶器製品のデザ

イン開発に導入することにより、お茶のみならず、紅茶やハーブティーにも違和感無く使用できる茶器セ

ットを開発した。 

 
１．はじめに 

低迷する常滑焼を活性化させるため、常滑焼に使用さ

れる主要な素地である有色せっ器を見直すとともに、新

規なデザインを茶器製品に展開することにより、新たな

市場開拓を図る。 

茶器製品は常滑焼の代名詞ともなっているため、伝統

的な素地・デザインに固執する傾向があり、茶器製品の

販売が低迷を続ける現状にあっても、新規な製品作りを

試みる企業は極めて少ない。このため、常滑産地のもの

作りの原点であり、他産地との差別化を図る上で最も有

利である有色せっ器を見直し、新規な有色せっ器素地及

び釉薬の開発を行うとともに、新規なデザインを採用す

ることにより、一般、特に若年層にアピールする茶器製

品を開発した。 

 

２．実験方法 
2.1 素地土の開発 

常滑産地で生産されるせっ器素地を用いた茶器類で

は、触感の向上などのため釉薬やチャラを掛けたもの、

バフ磨きを施したものが見られるが、これにより工程が

多くなるため、セルフグレーズのように工程を増やすこ

となく表面処理が可能な素地の開発を試みた。 

セルフグレーズは焼成により素地中のアルカリ成分

が表出し、器体表面をガラス質の層が覆うため、見かけ

上釉薬を施したものと変わらない。しかし、無釉の製品

が特徴であるとともに、薄作りでも水漏れしない有色せ

っ器の長所をアピールするためには、器体表面をガラス

層が覆うのは好ましくない。このため本研究では、釉薬

状ではなく艶（グロス）が表出する程度の効果を狙った。

この素地を「セルフグロス素地」と呼ぶこととする。 

セルフグロス機能を持たせる方法として、ガラス成分

であるフリットの添加、素地中のケイ素と結合してガラ

ス層を形成するナトリウム成分の添加の 2 方向で開発を

進めることとした。 

2.2 デザイン設計 

デザインの方向性については若年層が好むファッシ

ョンデザインの要素を取り入れたもの、年齢、性別を問

わず人気がある北欧デザインの 2 つの方向性を採用した。 

最近のファッションの傾向としては、ミリタリー、民

族柄、ユーズド加工が多く見られる。また、特にこの冬

はニットや毛織物の質感を他素材にプリントで表現した

ものが見られた。 

北欧のデザインは第二次大戦後世界的に流行し、それ

以来常に根強い人気を保っている。シンプルな形状、か

わいい柄、異型などの要素が特長として挙げられる。 

 

３．実験結果及び考察 
3.1 フリット添加による結果 

T20 フリット、6301 フリット、PN5401 フリット、三

州 101 フリットを用い、素地（鋳込締土：基礎締土＝50：

50）にフリットをそれぞれ 10％（外割％）添加したテス

トピースを作成し、焼成実験を行った。その結果、テス

トピースでは 1130℃、1160℃、1200℃の焼成温度で発

泡が見られるなど良好な結果が得られなかったが、ロク

ロ成形で作成した壷では三州 101フリットを用いた素地

では、やはり若干の発泡があったが良好な艶が現れた
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（図１）。艶はテストピースと壷の成形方法の違いが影

響していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 ナトリウム成分添加による結果 

3.2.1 炭酸ナトリウム（Na2CO3）添加による結果 

Na2CO3 を 5％、2％を添加した素地を 1130℃で焼成

した結果、5％添加したものはテストピース表面にかな

り厚いガラス層が形成され、釉薬を掛けたのと同様の結

果となり、2％添加したものについては良好な艶が得ら

れた（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Na2CO3 は強アルカリであるためロクロ成形など素手

による成形方法は適さないため、鋳込成形での使用に限

定する必要があるが、石膏型も侵食の恐れがあるため、

多数成形する場合は樹脂型を用いる必要があると考えら

れる。 

3.2.2 炭酸水素ナトリウム(NaHCO3)添加による結果 

NaHCO3 を 5％、4％、3％、2％を添加した素地を用

いてテストピースを作成したが、NaHCO3 は乾燥中に素

地表面に析出する傾向が強く、5％添加したものは粉を

吹いた状態になり、それ以下のものも析出した NaHCO3

が石膏型の影響によりムラになり、良好な焼成結果は得

られなかった。 

3.3 デザイン設計及び試作 

3.3.1 デザイン設計 

デザイン設計についてはファッションデザイン、北欧

デザインの 2 つの方向性について行ったが、日本茶のみ

ならず紅茶、ハーブティーにも使用できること、「常滑ら

しさ」を残すことを前提とし、設計した。ただし、急須

の大きなデザイン的特徴である「横手」は不採用とした。 

試作については常滑産地の手作り急須メーカーに協

力を依頼した。 

3.3.2 試作 

図３に北欧デザインによる試作例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは北欧デザインを取り入れたもので、シンプルで

かわいい形を目指した。素地の色彩は、産地の急須では

まず見られない黄色であり、部分的に色彩を変えている。

柄は形状の邪魔にならないシンプルなものにした。持ち

手は 2 つのリングから成り、上のリングに人差し指を、

下のリングに中指、薬指を入れて持つが、その際ポット

ボディーが手から離れないような持ち手の形状とするこ

とで、平型のボディーでも持ち重りしない設計となって

いる。 

一方、試作については産地メーカーの協力も得た。常

滑産地には伝統工芸士も含め、高度な成形技術を持ち、

手作りで急須を生産している「名人」クラスの職人が多

くいる。これまで産地を支えてこられた方々で、業界に

対する影響力も大きい。 

今回はそうした「名人」クラス 8 名の皆さんに試作を

依頼した。デザイン案はポット、湯冷まし、カップから

成る 15 案で、成形作業の都合上素地は各々が普段から使

用している素地を用いることとし、ディティールにおけ

る最小限のアレンジは可とした。 

以下にデザイン案と試作品を示す。 

図２ 炭酸ナトリウム添加テストピース 
（左 5％、右 2％） 

図３ 試作ポット例（北欧デザイン） 

図１ 三州 101 フリットを用いた素地による壷 
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図４は縦長のボディー、径の大きな蓋が特徴である。

試作品の持ち手はリングがボディーからやや離れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５、図６は直線基調でミリタリーを意識したデザイ

ン案である。つまみや持ち手にも兵器の一部のようなデ

ィティールを採用した。試作品は、つまみと持ち手が変

形する恐れがあるとのことで変更されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

名人に急須職人は常滑産地を代表する方々であり、１万

円を超える製品を製造しているこのような方々に試作協

力していただけた背景には、候補者が産地団体・企業と

のコミュニケーションを図っていることに他ならない。 

 

 

 

図７はリンゴを、図８は洋梨をイメージしてデザイン

した。試作品はかなりアレンジされており、Ｃ氏の製品

に近い形状となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９、図１０は台形のボディーと大き目の持ち手が特

徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１、図１２は持ち手がボディーから離れているデ

ザインのため、焼成変形を避けるよう厚作りになってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ デザイン案とＦ氏による試作① 

図１４ デザイン案とＦ氏による試作② 

図１１ デザイン案とＥ氏による試作① 

図１２ デザイン案とＥ氏による試作② 

図４ デザイン案とＡ氏による試作 

図５ デザイン案とＢ氏による試作① 

図６ デザイン案とＡ氏による試作② 

図７ デザイン案とＣ氏による試作① 

図８ デザイン案とＣ氏による試作② 

図９ デザイン案とＤ氏による試作① 

図１０ デザイン案とＤ氏による試作② 
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図１３、図１４は急須ではあまり見られない縦長のデ

ザインである。Ｆ氏曰く「石膏型の方が無難」とのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１５のような垂直に立ち上がるデザインは急須で

はまず見られない。石膏型でも型を左右に割る必要があ

り、避けられる形状である。図１５、図１６共に湯冷ま

しの口はボディーを変形させて作られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７、図１８共に持ち手はリングのデザインを採用

している。試作品の持ち手はボディーから離れている。 

今回の試作依頼で、皆さんから「非常に苦労した」と

の声をいただいたが、「こういう試みが必要である」との

意見もいただいた。自分のスタイルを模索し、確立し、

維持してきた名人の方々に、今まで作ったことがないデ

ザインに挑戦していただいたことは、非常に大きな意義

があると言える。 

一方、ロクロ成形では作れないデザイン案については

石膏型を作成した。注ぎ口のラインが蓋の一部にまで達

するデザインで、図１９にデザイン案と石膏型、図２０

に成形品を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結び 
セルフグロス素地については、フリットを用いたもの

はフリットの相性があることがわかった。三州 101 フリ

ットを用い 1030℃で焼成したものは、素地が若干発泡し

たが良好なセルフグロス機能が得られた。ナトリウム成

分添加については、炭酸ナトリウム 2％添加、1030℃焼

成のものに良好なセルフグロス機能が得られた。ただし、

強アルカリのため鋳込成形に限定される。また、石膏型

も侵食されるため、樹脂型を用いることが望ましい。 

デザイン設計については、お茶のみならず、紅茶やハ

ーブティーにも違和感なく使用できる茶器セットのデザ

イン開発ができた。また、試作については、常滑産地の

至宝ともいえる方々の協力により、非常に完成度の高い

試作品が得られた。 
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図１５ デザイン案とＧ氏による試作① 

図１６ デザイン案とＧ氏による試作② 

図１７ デザイン案とＨ氏による試作① 

図１８ デザイン案とＨ氏による試作② 

図１９ デザイン案と石膏型 

図２０ 石膏型による成形品 


